
IGABITO育成プロジェクトってなに？

 伊賀市では、「自らが地域の担い手となり、より良いまちを創る意識と実行力を持った

若者を育てる」をテーマとして、市内の高校に対してビジネスの視点を養うための支援

や市の課題解決を通じた思考力の向上や問題意識を醸成するための支援を行っています。

今回の高校生カフェも、その支援の一環です。

上野高校

あけぼの学園

高校

伊賀白鳳

高校

 学校独自のカリキュラム『上高みらい
学』の中で、高校生独自の視点で地域課

題の解決策を考える「地域プロデュー
ス」に取組んでいます。⇒４ページへ

 パティシエコースでは、地元企業と連携
しながら、伊賀産品を活用した「お土産

プロデュース」に取組んでいます。
⇒２ページへ

 高校生美容室「Akebono hair」の運営等
に携わる美容服飾系列の生徒が、忍者を

コンセプトとした美容関連商品の開発に
取り組んでいます。⇒３ページへ
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IGABITO育成プロジェクトを紹介します！

上野高校

伊賀白鳳高校

あけぼの学園高校



石垣のかけら
（パウンドケーキ）

D・D

（ドーナツ）

ゆめまる
（スイートポテト）

茶ルト
（タルトケーキ）

伊賀白鳳高等学校フードシステム科パティシエコースの生徒達は、昨年度より伊賀市と連携して伊賀

産品を活用した“市民から愛される新しい伊賀のお土産”の開発を行っています。現在の3年生は、白鳳高

校スイーツ第2弾の商品化に向け、昨年度から授業の中で開発に取り組んできました。

<昨年度商品化スイーツ> <今年度商品化スイーツ>

忍法ロール
（ロールケーキ）

忍パウンド
（パウンドケーキ）

開発した作品の発表会を行い、その後、来場者の

皆さまに試食をしていただきました。

生徒自らが、審査員や会場にお越しになったお客

様に向けて、プレゼンテーションを行いました。

<商品プレゼンテーション> <作品発表会>

昨年度

テーマ

完熟バナナと伊賀抹茶を使った、ロールケー

キ・パウンドケーキを作成

※提携企業:森永クック、トルタロッソ製パン

ここにこだわって
作りました！

頑張って作った
商品を発表！

商品を精一杯

アピール！

高い評価を得た
商品が商品化！

今年度

テーマ

伊賀市の特産品を生かした、お菓子を自由

に作成

※提携企業:桔梗屋織居

底のクッキーの食感を
楽しんで

サツマイモと
チーズの独特な風味

2種類の
お茶を使用

伊賀の米粉と
バナナを使用

キャラメリゼした
くるみがアクセント

ゼリーが忍者のように
隠れています
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商品化 商品化



Ninja Shakuyaku
１

古からの芍薬がお肌を整える

Baby Use
2

Rice Bran
3

Pure Natural
4

敏感肌の赤ちゃんにも

やさしさたっぷりの自然派化粧品

全身や乾燥気味な唇に

三重県立あけぼの学園高等学校 ビューティクリエイト部とは？

どういう商品が

喜ばれるかな？

こんな商品が作

りたい！

もう少しこうした

らよくなるかも！

およそ1年かけて、皆さんに喜んでもらえる商品を企画から一生懸命考えました！

将来、美容師など美容関連の仕事を志す子供たちを対象としたコースで、

「夢を現実に、そして社会へ！」をテーマに、日々実習などに取り組んでいます。

校内で行う美容室「Akebono hair」での実習など、美容に関する体験を通

じ、社会に出てから役立つ力を養っています。

また、美容に関するコンクルールにも数多く出場し、優勝を果たすなど生徒は

モチベーション高く日々の学習に励んでいます。
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あけぼの学園 ビューティクリエイト部プロデュース

しっとり感バツグンの“伊賀の米ぬかエキス”に
伊賀忍者も使っていたといわれる“シャクヤクエキス”の美肌成分でお肌バッチリ！

@伊賀市役所新庁舎1階

ナノニンに続け！
次はピアニン！

3/27 

発表会開催

購入
できます
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上高みらい学『地域プロデュース』とは

三重県立上野高等学校では、「地域を支え、地域の発展に貢献する人材を育成す

る」をテーマとした学校独自のカリキュラム『上高みらい学』の中で、 自ら郷土の
魅力を再確認し、地域の素晴らしさを発信する活動を通じて伊賀市の現状を理解し、

高校生ならではの視点で解決策を考えるための『地域プロデュース』に取り組んで

います。

【問い合わせ先】

三重県立上野高等学校 担当：福岡 TEL 0595-21-2551

伊賀市役所 総合政策課 担当：辻本 TEL 0595-22-9623

三
重
県
立
上
野
高
等
学
校

観覧自由・入場無料
事前申込不要

今回、2年生各クラスの代表グループが、自分たちが考えた地域プロデュース案を、

パワーポイント資料も用いて、コンペティション形式での発表を行います。

各クラスが最優秀賞を目指し、フィールドワークやグループディスカッションな

どを通して、一生懸命頑張ってきました。生徒たちが考えた伊賀市をよりよくする

ためのアイデアを是非、お聞きください！

＜昨年の様子＞

会場の様子 最優秀賞「忍者RUN」 発表資料の抜粋
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